
 
 
 
 
 
                                                        

 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和７年３月５日 
 

豊 田 市 
  

豊田商工会議所 

「２０２５年度 豊田市予算編成に対する要望」 

への回答 



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
１．市内経済の更なる基盤強
化に向け産業構造の変化へ
の対応と強靭化 
 
１）2030 年温室効果ガス
46％削減に向けて、補助金制
度・対象業種の拡充【①継続・
②新規】 
 
①豊田市カーボンニュートラ
ル省エネ生産設備導入促進補
助金の対象業種の拡充 

【製造業以外の業種でも省エ
ネ化されていない設備（建設
用重機・運輸設備・貯蔵設備・
大型冷蔵庫等）がいまだ多い】 
 
 

・現行の豊田市カーボンニュートラル省エネ生産設備導入促進補助金は、
令和６年度末で終了となることから、令和 7 年 4 月施行の「豊田市成
⾧投資促進条例」に基づき新たに創設される、「設備投資奨励金」にお
いて、温室効果ガスの排出量の削減を目的に設備導入を行った場合の
補助対象業種として、製造業のほか、ファブレス業やソフトウエア業も
加えるほか、大企業についても補助対象とし、産業部門に係るカーボン
ニュートラルの促進を図っていく。 

 
・また、省エネ性能の高い建設用重機等の購入支援については、国の「も

のづくり補助金」等の活用を促していくとともに、先端設備等導入計画
を提出し、認定を受けた事業者に対する固定資産税の減免措置により
支援を行っていく。 

 
（産業部 産業労働課） 

 
・令和７年度から商業パワーアップ支援補助金の対象に建設業を加え、

業務効率化等のための設備導入に向けた取組を支援していく。 
（産業部 商業観光課） 

・設備投資奨励金（５０百万円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・商業パワーアップ支援補助金 
（２５百万円） 

通番 1



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
１．市内経済の更なる基盤強
化に向け産業構造の変化へ
の対応と強靭化 
 
１）2030 年温室効果ガス
46％削減に向けて、補助金制
度・対象業種の拡充【①継続・
②新規】 
 
②省エネ診断に基づく事業者
向け省エネ設備導入支援補助
制度の創設 

【省エネ診断を受けたうえで
脱炭素の効果が見込まれる設
備導入に対する補助金の創
設】 
 

・類似補助制度「省エネ設備導入支援補助金」を令和４年度から令和５年
度にかけて、全業種を対象に実施したが、２か年の申請実績は１４２件
で、予算執行率も 2 割を下回る状況であったことから、新補助制度の
創設については、企業のニーズや社会情勢を注視していく。 

  また、国の令和７年度予算案において、エネルギー利用最適化診断実
施に向けた「エネルギー利用最適化診断事業」や、省エネ性能の高いユ
ーテリティ設備、生産設備等への更新を支援する「省エネルギー投資促
進支援事業費」が挙がっていることから、その内容に応じて、活用の促
進を図っていく。 

（産業部 産業労働課、商業観光課） 
 

 

 
 

通番２



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
１．市内経済の更なる基盤強
化に向け産業構造の変化へ
の対応と強靭化 
 
２）カーボンニュートラルに
顕著な実績をあげた事業者・
団体の表彰制度の新設【継続】 
 
【脱炭素（経営）で効果を上げ
る市内中小企業を取り上げ表
彰、紹介することで他事業者
の取り組みの足掛かりとし裾
野を広げる】 
 
 

・令和５年度において、ＳＤＧｓ認証制度を創設しており、カーボンニュ
ートラルを含めた持続可能な企業の取組・経営を引き続き支援してい
く。 

・貴所との連携事業である脱炭素スクール事業を継続し、中小企業の脱
炭素経営の具体的取組を促進するとともに、その取組を積極的に発信
することで、他事業者の取組の動機付けと優良事例の横展開を図って
いく。 

（産業部 産業労働課、環境部 環境政策課、企画政策部 未来都市推進
課） 
 
 

・ＳＤＧｓ推進費（豊田市ＳＤＧｓ
認証制度審査業務委託） 

（４百万円） 
・地球温暖化防止対策関連費（脱炭

素スクール企画運営業務委託） 
（３百万円） 

通番 3



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
１．市内経済の更なる基盤強
化に向け産業構造の変化へ
の対応と強靭化 
 
３）現在の信用保証料補助に
加え、創業者支援を目的とし
た利子補給の新設【継続】 
 
岡崎市（6 回の合計 50％・上
限20 万円）  
安城市（6 回・上限20 万円）           
蒲郡市（12 回の合計75％・上
限20 万円）   
瀬戸市（12 回の合計50％・上
限10 万円）      
春日井市（36 回分・年額上限
10 万円） 

・創業者向けの経済環境適応資金創業等支援資金を利用する際に発生す
る信用保証料補助を他市よりも優遇した内容にしているため、利子補
給の新設は予定していないが、利子補給の効果については、他市の実績
も調査しながら研究していく。 

・創業支援は、令和７年３月策定予定の商業活性化プラン（２０２５－２
０２９）における重点施策の１つに位置付け、「創業しやすい環境」の
形成を目指し、創業機運の醸成から開業、自立に至るまでを支援する計
画であるが、次年度は特に創業機運醸成事業の拡充を行い、創業に関心
のある若者が実際に創業に向けた事業イメージの形成、資金計画等の
作成に踏み出せるよう後押しをしていく。 

（産業部 商業観光課） 

・商業活性化対策費（１７百万円） 
・信用保証料補助金（環創） 
（７百万円）  

・中小企業指導事業補助金 
（８４百万円） 

  

通番 4



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
１．市内経済の更なる基盤強
化に向け産業構造の変化へ
の対応と強靭化 
 
４）創業補助金の創設（スター
トアップ）【新規】 
 
事業実施に必要な経費の一部
の補助 
【参考:他市の創業補助金】 
碧南市「創業チャレンジ補助
金」（補助限度額:最高150 万・
補助率:最高2/3） 
 

・スタートアップへの支援として、製造業、建設業又は情報通信業に関す
る事業で、新製品・新技術等の開発に加え、イノベーションや新たなビ
ジネスモデルの構築等に要する経費の一部を補助する「ものづくり創
造補助金」を継続して実施していく。 

（産業部 次世代産業課） 
 
・創業支援については 創業者向けの経済環境適応資金創業等支援資金

を利用する際に発生する信用保証料補助に加え、創業に関心のある若
者に向けた資金計画作成の支援や空き店舗の視察など行う創業機運醸
成事業を実施していく。 

（産業部 商業観光課） 
 
・また、女性起業家を支援するため、平成２８年度から「とよたで女性の

起業できますプロジェクト」において事業立案のプロセスや事業ＰＲ
のノウハウ等について伴走支援を行っており、引き続き女性起業家を
支援していく。 

（産業部 産業労働課） 
 

 

・ものづくり創造補助金 
（２１百万円） 

 
 
 
 
・信用保証料補助金（３７百万円） 
 
 
 
 
 
・女性就労支援費（女性起業家支援
事業）（３百万円） 
 

通番 5



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
2．産業と自然・環境が共生す
る SDGｓ未来都市とよたの実
現 
 
１）市内中小企業等が新規に
取り組む先進的なサーキュラ
ーエコノミー型ビジネスの創
出に対する補助制度の創設
【継続】 
 
例①現在焼却されている廃棄
物（竹等木質資源など）を循
環利用するために関係者が
回収、リサイクルする新たな
仕組みを構築する事業 

 
②リサイクル材を活用した商
品開発を行い、地元で販売す
るための事業（実証含む）な
ど 

 

・サーキュラーエコノミー型ビジネスを事業者が開始するにあたっては、
廃棄物処理業の許可等が必要となることがあるため、市は事業者から
の事前相談等に対し必要な助言をしていく。 

（環境部 循環型社会推進課） 
 

・製造業、建設業又は情報通信業に関する事業で、新製品・新技術等の開
発に要する経費の一部を補助する「ものづくり創造補助金」を継続して
実施していく。 

（産業部 次世代産業課） 
 
・リサイクル材を活用した商品開発及び販売に向けた事業など、新たに

事業を拡大する事業者の支援は、商業パワーアップ支援補助金で引き
続き支援していく。 

（産業部 商業観光課） 
 

 
 
 

 
 
・ものづくり創造補助金 
（２１百万円） 

 
 
 
・商業パワーアップ支援補助金 
（2５百万円） 

 

通番 6 
 



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
2．産業と自然・環境が共生す
る SDGｓ未来都市とよたの実
現 
 

２）SDGｓへの豊田市の取り
組みの進捗状況の見える化 
【新規】 

【「SDGｓ未来都市とよた」の
取り組みと進捗状況の周知】 

 
  
 

・市では、令和７年１月に、ＳＤＧｓの評価・モニタリングに関する協定
を民間企業と新たに締結する予定であり、当該協定に基づき、本市のＳ
ＤＧｓ達成状況の見える化を図っていく。 

・令和７年度には、２回目となる自発的自治体レビュー（ＶＬＲ）の実施
を予定しており、これまでの豊田市におけるＳＤＧｓの取組やその成
果について、広く周知していく。 

（企画政策部 未来都市推進課） 

・ＳＤＧｓ推進費（１７１百万円） 
 
 

【参考事項】 
・本事業のほか、関連として令和７
年１０月中旬に、国連と共催の国際
会議「２０２５年国際首⾧フォーラ
ム」を開催予定。 

通番 7



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
2．産業と自然・環境が共生す
る SDGｓ未来都市とよたの実
現 

 
３）クルマのまち豊田にふさわ

しい次世代モビリティを活用
したまちづくり（実証事業展
開）【継続】 
モビリティを活用したまち
づくりに向け社会実装、普及
につながる実証実験の場の
提供、拡大・継続 
 
①水素社会への加速に向けた
方策の検討 
●エネルギー（水素）ステーシ
ョンの増設●事業者への水素
トラック導入支援（補助制度）
●公共車両（消防車、救急車、
パッカー車等）●旅客車両（バ
ス、タクシー）のＦＣ化 

・豊田市つながる社会実証推進協議会と、参加企業及び豊田市それぞれ
が有する強みを生かし、モビリティー等の実証に幅広く取り組むこと
で、本市の地域課題の解決、持続可能なまちづくりに向けた取組や活動
を推進していく。 

・市内の公共施設など、実空間に近い条件での実証フィールドを積極的
に実証主体に提供し、実証技術の早期実用化・普及へとつなげていく。 

・水素社会構築に向け「つくる」「はこぶ」「つかう」の３つの視点から、
官民連携による水素活用の取組を推進する。 

（企画政策部 未来都市推進課） 
 
・新たに水素など次世代エネルギーの利用に係る先進的な設備導入への支援

制度を創設し、地域産業における水素利用の拡大を図っていく。 
（産業部 産業労働課） 

・次世代エネルギーシステム推進
費（３０百万円） 
・次世代自動車普及促進事業費 
（８４百万円） 

 

 

 

 
・新エネルギー活用促進補助金 

（２００百万円） 
 
（債務負担行為） 

期間:令和8 年度 
限度額:150 百万円 

 

通番 8 
 



豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 
 

要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 
その他参考事項 

2．産業と自然・環境が共生す
る SDGｓ未来都市とよたの実
現 
 

３）クルマのまち豊田にふさわ
しい次世代モビリティを活用
したまちづくり（実証事業展
開）【継続】 
モビリティを活用したまち
づくりに向け社会実装、普及
につながる実証実験の場の
提供、拡大・継続 
 
②ライドシェアの普及 

【高齢者、子育て世代が安心し
て住みやすいまちづくり推進
のため】 
 

・タクシーが不足する地域等でタクシー事業者が実施する「日本版ライ
ドシェア」や、バスやタクシーなど公共交通が不便な交通空白地域で市
町村や NPO 法人等が実施する「公共ライドシェア」の普及に向けては、
国・県の動向や市内の交通事業者などの関係者の意向を踏まえた上で、
地域を支える新たな移動手段となるか他市の事例等を調査しながら、
検討を進めていく。 

（都市整備部 交通政策課） 
 

・地域内交通確保調査費 
（５百万円） 

通番 9 
 

 



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
2．産業と自然・環境が共生す
る SDGｓ未来都市とよたの実
現 

 
３）クルマのまち豊田にふさわ

しい次世代モビリティを活用
したまちづくり（実証事業展
開）【継続】 
モビリティを活用したまち
づくりに向け社会実装、普及
につながる実証実験の場の
提供、拡大・継続 
 
③自動運転  
例:①豊田市駅前～豊田スタ
ジアム（WRC 開催時の運行を
睨んで）②豊田市駅前～豊田
市福祉センター 

・豊田市つながる社会実証推進協議会と、参加企業及び豊田市それぞれ
が有する強みを生かし、モビリティー等の実証に幅広く取り組むこと
で、本市の地域課題の解決、持続可能なまちづくりに向けた取組や活動
を推進していく。 

・市内の公共施設など、実空間に近い条件での実証フィールドを積極的
に実証主体に提供し、実証技術の早期実用化・普及へとつなげていく。 

・今後も引き続き、市内企業の参画のもと、自動運転実証などの取組を行
っていく。 

（企画政策部 未来都市推進課） 

・先進技術等移動支援事業費 
（１８９百万円） 

通番 10



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
３．安全安心なまちづくり 
 

１) 安全装備装着車普及のため
の支援拡大 【継続】 
高齢ドライバー（65～75 歳未
満）を対象とした、非サポート
カーからの安全運転サポート
カーへの購入およびサブスク
を対象とした買い替え補助 
 

・令和３年１１月以降に国内メーカーが販売する新型乗用車には、自動
ブレーキの搭載が義務化された。その他の安全装備についても標準装
備となりつつあるため、市民に向けた新たな補助制度の創設は、国県の
動向や社会情勢をみながら適切に判断していく。 

・特に、高齢者については、アクセルとブレーキの踏み間違いによる交通
事故の発生リスクは高いが、安全装置搭載車への買い替え需要が低い
と推察されるため、令和７年度も交付実績や効果検証を踏まえながら、
引き続き後付け安全運転支援装置設置費補助制度を実施し、事故防止
対策に努めていく。 

（地域振興部 交通安全防犯課） 

・後付け安全運転支援装置設置費
補助金（２百万円） 

通番 11



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
３．安全安心なまちづくり 
 
２) 交通事故死ゼロ必達のた
め、見える化された交通事
故多発箇所・危険箇所をな
くす為の整備計画策定と実
施 【継続】 
 
①交差点カメラ設置を含め交
通事故抑止に効果のある方
策の実施 
【市内防犯カメラの増設 現
状より１００台増設】 
 
②ヒヤリハットWEB 版の情
報更新と自治区・学校等で
の注意喚起 

・令和６年度中に整備予定の主要交差点等における交差点カメラについ
て、防犯に加え、交通安全意識向上の効果を検証し、更なる設置拡充の
必要性等を見極めたいと考えている。 

・また、自治区、自主防犯活動団体への防犯カメラ設置に関する補助を通
じ、路上の防犯カメラを増やすことで、防犯効果に加え交通安全、交通
事故抑止効果の向上にも寄与すると捉え、更なる補助制度の活用促進
のため、新たな取組として、令和７年度から自治区向け防犯カメラ短期
設置事業（市がトライアル用の防犯カメラを用意し、自治区と相談し設
置）を行う。試験的に設置することで、地域住民に防犯カメラの設置効
果を感じてもらい、既存の補助金制度を活用した自治区による防犯カ
メラの設置拡大につなげていく。 

・ヒヤリハットデータベース WEB 版については、豊田都市交通研究所と
情報更新の時期について検討を進めている。また、自治区・学校等に対
しては、引き続きヒヤリハットデータベース WEB 版を活用した身近な
交通危険箇所の把握と、注意喚起に向けた取組の促進を図るとともに、
市においては、地域等からの要望等に基づき、看板や標示など現場に即
した効果の高い交通安全対策の立案及び実施を進めていく。 

 
（地域振興部 交通安全防犯課） 

・主要交差点防犯設備整備費 
（１４百万円） 

 
・事故防止対策費（２６３百万円） 
・ゾーン３０施設整備費（4百万円） 
・防犯環境整備費（２百万円） 

通番 12



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
３．安全安心なまちづくり 
 
３）ヘルメット購入補助金 

【新規】 
 
自転車事故が多発している状
況を踏まえ、ヘルメット補助
金の周知および高校生の着用
義務化に向けた県教育委員会
への働きかけ 

・令和７年度も引き続き自転車乗車用ヘルメット購入費補助制度を実施
し、自転車販売店等での周知や、あらゆる交通安全啓発の機会において
ＰＲを行うことで、より一層、当該補助金が活用されるように努めてい
く。 

・高校生のヘルメット着用義務化については、警察等と連携しつつ、各高
校の現状や要望を聞き取りながら、必要に応じて県教育委員会に働き
かけていく。あわせて、登下校時だけの着用にとどまらないよう、ヘル
メットの必要性や重要性を引き続き啓発し、生徒の自主的な着用を促
進していく。 

（地域振興部 交通安全防犯課） 

・自転車乗車用ヘルメット購入費
補助金（７百万円） 

通番 13 
 



豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 
 

要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 
その他参考事項 

３．安全安心なまちづくり 
 
４）業務ドライバー健康診断
補助金【新規】 
 
命を預かる業務ドライバーの
健康診断は心臓、脳ドッグを
伴い高額な負担 

・健康診断に対する助成ではないが、自社で実施する健康研修や社内教
育等の実施に係る費用については、人材活躍支援補助金において支援
を行っていく。 

（産業部 産業労働課） 

・人材活躍支援補助金 
（２３百万円） 

通番 14



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
３．安全安心なまちづくり 
 
５）豊田みよし交通安全協会
との事業の連携と補助金の拡
充 【継続】 
 
当協会は豊田署の交通安全活
動支援や地域に根差した交通
安全活動を推進しているが運
営を一部の個人の協力金に依
存しており安定的な財源を確
保が困難な状況。 
市内交通死亡事故撲滅を進め
る中で当協会が役割を果たせ
るよう補助金の拡充をお願い
したい。 

・豊田みよし交通安全協会負担金として、同協会が行う交通安全啓発事
業実施に要する費用として広報費及び安全活動費の一部を負担してい
る。 

・事業継続のため、豊田みよし交通安全協会との協議を継続していく。 
 

（地域振興部 交通安全防犯課） 

・豊田みよし交通安全協会負担金
（３百万円） 

通番 15 
 



豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 
 

要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 
その他参考事項 

４．消費喚起 
 
１）プレミアム商品券事業の
継続【継続】 
 
①プレミアム付商品券事業の
継続的な実施 
 
②キャッシュレスポイント還
元事業の実施 

・プレミアム商品券事業やキャッシュレスポイント還元事業等の消費喚
起施策については、景況に応じて検討していく。 

・コンベンション、スポーツ・文化の合宿及び大会等の開催を支援し、宿
泊、飲食、観光等の促進を図り地域経済の活性化を図っていく。 

（産業部 商業観光課） 

・コンベンション及びスポーツ・文
化合宿等開催支援補助金 
（２０百万円） 

通番 16



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
５．暮らしてよし・訪れてよし
の魅力創出 
 

〔中心市街地のにぎわいの再
生〕 
１）駅前のあるべき姿の構築
と実現に取り組む組織体制を
一本化するため再開発ビル管
理法人の統合【継続】 

・法人統合の検討においては、各法人の経営状況のみならず、個々が保有す
る資産や管理方法に留意し、組織再編により得られる効果及び弊害を多角
的に検証していく。 

・令和6 年度に発足した、各再開発法人が構成員である「エリアマネジメン
ト協議会」においては、再開発法人が共に中心市街地の課題解決について
取り組んでおり、新たな連携の形が生まれている。 

（産業部 商業観光課） 

・中心市街地活性化協議会活動支
援事業補助金（１百万円） 
・公共空間活用推進費（エリアマネ

ジメント推進負担金） 
（１４百万円） 
・中心市街地活性化調査費 
（１５百万円） 

通番 17 
  



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
５．暮らしてよし・訪れてよし
の魅力創出 
 

〔中心市街地のにぎわいの再
生〕 
２）中心市街地の美観、安全性
向上のための道路整備【継続】 
 
①けやき通りの⾧期的な整備
方針の作成 
 
②道路緑化ガイドライン（改

定版）に基づくアクションプ

ランの策定と実施  
 
 

・けやき通りは、中心市街地における歩行者の安全性や回遊性向上、博物
館や美術館等への誘導を図る動線として、中・⾧期的な視点での道路空
間の在り方を検討し、整備方針の策定に向けた取組を進めていく。 

（都市整備部 都市整備課） 
 
・道路緑化ガイドライン[改訂版]に掲げる“豊田の顔となる美しい道路景

観の形成”に向け、令和 6 年度に具体的な行動計画となるアクションプ
ランを策定するとともに、道路緑化の適切な維持管理の実現に向け取
り組んでいく。 

（建設部 道路維持課） 

 
 
 
 
 
・道路等管理費（１，２２３百万円） 
・道路修繕費（２，１７８百万円） 
 

通番 18 
 



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
５．暮らしてよし・訪れてよし
の魅力創出 
 

〔インフラ整備促進〕 
３）名鉄三河線複線化の早期
事業着手に向けた関係団体と
の協議・調整 【継続】 
 

・名古屋との移動時間の短縮に必要となる名鉄三河線の複線化について 
 は、名古屋鉄道三河線期成同盟会と連携し、鉄道事業者など関係機関と 
 の協議・調整を進め、早期実現を目指す。合わせて、市民と一体となり 
 複線化実現に向けた機運を醸成するため、鉄道利用促進に向けた取組 
 を行う。 

（企画政策部 都市計画課） 

・鉄道計画調査費（２５百万円） 

通番 19



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
６．建設関係 
 
１）普通建設事業費３３０億
円以上を確保するとともに、
市内建設事業者の持続的経営
に資する予算の配分【継続・新
規】 
 
①災害に強い安心安全な社会
インフラ整備を目的とした予
算の拡充、老朽化した橋梁等
公共施設の早期補修・更新。 
都市計画道路の未整備区間の
早期整備【新規】 
 
②公共事業における適正な工
期設定と市内業者の参加を容
易とする発注形態（分割発注
等）の推進【新規】 

・令和７年度当初予算編成方針の投資的経費の確保において、ミライへ
の投資である普通建設事業費は、３００億円以上を確保することとし
ており、令和７年度当初予算として４５１億円を確保しました。 

 
① 
・インフラ整備や、公共施設の維持管理、利便性の向上等に係る事業につ

いては、市民が安全・安心に利用できるよう必要額を確保し、事業を実
施していく。 

（企画政策部 財政課） 
 
② 
・担い手３法（公共工事の品質確保の促進に関する法律、建設業法及び公

共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律）と共に労働基準法
の時間外労働の上限規制に対応するため、「適正な工期設定」を推進し
ていく。          

（総務部 技術管理課） 
 

・市内業者の入札参加については、引き続き、市内事業者の参加の促進や
建設業の担い手の中⾧期的な育成・確保を図るべく、発注基準及び総合
評価方式における評価項目について、検討・見直しを行っていく。 

・分割発注については、市内事業者が受注しやすい事業内容、事業規模で
の発注に努めていくが、発注部局において発注内容や規模、技術者要
件、施工にかかる影響等を総合的に検討のうえ、対応していく。 

（総務部 契約課） 

 

通番 20



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
７.人手不足対策 
 
１）飲食店人手不足対策設備
導入補助金の新設【新規】 
 
①国が実施する人手不足対策
補助金に対する補助対象外経
費の上乗せ補助 

・国が実施する「中小企業省力化投資補助金」は、補助対象機材の規模が
中小企業、個店等の規模に合わないなど課題も多いと考えているため、
引き続き商業パワーアップ支援補助金で業務効率化等を支援し、生産
能力の向上等で売上を高める事業を支援していく。 

（産業部 商業観光課） 
 

・商業パワーアップ支援補助金 
（２５百万円） 

通番 21



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
７.人手不足対策 
 
２）外国人雇用、子育て世代流
出防止のための環境整備 

【新規】 
 
①行政、産業界で検討してい
く仕組みづくり 
官民検討会の設置、事業所へ
の実情調査等現状把握、対策
の検討・実施に伴う費用支援 
 

・人手不足の対策に向けては、業界団体との意見交換等を通じ、現状やニ
ーズの把握に努めていくほか、働き方改革アドバイザーの派遣や、働き
やすい職場づくり推進事業所確認・公表制度等において、企業の実態把
握を行い、職場環境改善に向けたアドバイス等を引き続き行う。 

・また、働き方改革推進支援補助金により、育休の充実を図るための就業
規則の改訂や翻訳機導入のための支援等、誰もが働きやすい職場づく
りの推進を継続していく。 

（産業部 産業労働課） 

・働き方改革推進費（アドバイザー
派遣費）（１百万円） 

・働き方改革推進費（啓発事業費） 
（４百万円） 
・働き方改革推進支援補助金 
（９百万円） 

 

通番 22



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
７.人手不足対策 
 
３）人財確保に向けた、住環境
整備と賃金引き上げ等への支
援【新規】 
 
①事業所の社宅等の確保や建
設にかかる各種規制緩和 
 
②安定的な人財確保や定着促
進に向けた、賃金引き上げ等
に対する支援 
 

・豊田市開発審査会基準第３号における事業所の社宅及び寄宿舎は、市
街化調整区域内に許可等された事業所等の立地と一体的に計画された
ものか、既存集落内にあっては、事業所から１．５キロメートルまで
認めている。このような許可基準の内容を踏まえると、社宅等の建設
は十分可能であると考えており、審査基準の緩和については考えてい
ない。 

（都市整備部 開発調整課） 
 
・人材確保や定着促進に向けて、賃金引上げに対する直接的な支援では

なく、先端設備等導入計画の認定時に賃金引き上げを表明した事業者
に対する固定資産税軽減措置の上乗せや、職場環境改善、定着促進に向
けた取組に対する「働き方改革推進支援補助金」、人材育成や人材確保
に関する取組を支援する「人材活躍支援補助金」など、経営力の強化に
向けた支援を行っていく。  

  
（産業部 産業労働課） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・働き方改革推進支援補助金 
（９百万円） 

・人材活躍支援補助金 
（２３百万円） 

 
 

通番 23



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
４）共助交通推進補助金の設
置 【新規】 

【水源町ではコミュニティ・カ
ーシェアリング（車を共同利
用した支え合い活動）が行わ
れている。当事業の普及促進
のための運営面に対する豊田
市の補填が必要】 

・コミュニティ・カーシェアリングの活動を始める地域団体に対して、運
営面で支援するため、令和６年７月からコミュニティ・カーシェアリン
グのテスト運行及び本運行を実施する際の費用の一部を補填する補助
制度を実施している。引き続き、幅広く活動が展開できるよう令和７年
度も補助制度を継続していく考えである。 

（都市整備部 交通政策課） 

・住民共助交通推進費（３百万円） 
・地域交通調査等支援事業費補助 
金（１百万円） 
・共助タクシー運行支援事業費補
助金（１百万円） 
・住民共助輸送支援事業費補助金
（２百万円） 

通番 24 



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
８.その他 
 
１）建設業界、物流業界の働き
方改革関連法改正による事業
者への具体的な影響（2025 問
題）に対するタイムリーな支
援策の検討と迅速な実施【継
続】 
 
 
 

・建設、運輸業において更に深刻化すると言われる人材不足の課題に取り組
む事業者を支援するため、人材確保、人材育成のほか、就業環境の改善に
向けた働き方改革の取組に必要な経費の一部を対象経費とする補助制度に
おいて、建設、運輸業を始めとした人材不足６業種を営む事業者について
は、引き続き補助率の嵩上げ措置を実施していく。 

（産業部 産業労働課） 

・働き方改革推進支援補助金 
（９百万円） 

・人材活躍支援補助金 
（２３百万円） 

通番 25



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
８.その他 
 
２）WRC を活かした誘客、消
費喚起、中心市街地の整備への
継続的な取り組み【継続】 
 
 

・ＷＲC を契機にした誘客を図るため、ＷＲＣをコンテンツの１つにする
スマホアプリ「ロケトーン」の活用ＰＲのほか、引き続き（一社）ツー
リズムとよたによる地域の宿泊事業者と連携した宿泊プランの販売等
を行っていく。 

・中心市街地については、「豊田市の玄関口」として、クルマをテーマと
した事業や装飾を行うとともに、イルミネーションの実施や商業者等
と連携した周遊策により、にぎわい創出を図り、消費喚起を促進する。 

（産業部 商業観光課） 

・ツーリズムとよた補助金 
（１１０百万円） 

・観光プロモーション費 
（８百万円） 

・イルミネーションストーリー実
行委員会負担金（１０百万円） 
・まちなか賑わい・回遊性向上費 
（３０百万円） 

 
 

通番 26 
 



 
豊田商工会議所「2025 年度 豊田市予算編成に対する要望」への回答 

 
要望内容及び具体的内容 要望内容及び具体的内容に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和 7 年度当初予算) 

その他参考事項 
８.その他 
 
３）豊田スタジアムの稼働率
向上による中心市街地の活性
化【新規】 
① サッカー、ラグビーのす
そ野を広げる活動 
② 将来を見据え開閉式屋根
によるドーム化 

①  
・名古屋グランパスやトヨタヴェルブリッツと連携し、こども向けのボ

ールクリニックやタグラグビー体験会を実施する。 
・ホームゲーム開催に合わせ、豊田市駅周辺の装飾を行い、サッカー、ラ

グビーの機運醸成を図る。 
・また、国際試合を開催する際は、親子招待などを行い、市民のスポーツ

を楽しむ機会を提供し、すそ野拡大につなげていく。 
 
②  
・開閉式屋根については、多額の維持修繕費用がかかることから運用を

停止し、令和５年度までに屋根幕の撤去、固定化を実施した。開閉を停
止したことにより招致を断念したイベントはないこともあり、開閉式
屋根の再設置の検討はしていない。 

 
（生涯活躍部 スポーツ振興課） 

 
 
 
 
 
 

・スポーツ教室開催費（４百万円） 
・トップアスリート・スポーツチー
ム応援費（９百万円） 
・Ｊリーグホームタウン推進費 
（６百万円） 

通番 27 


